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良
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れ
悪
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れ
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こ
と
に
遭
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る
も
ん
だ
。

毎
年
長
田
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社
に
初
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出
し
て
い
る
が
、
雑
踏
の
中
で
、
後
の
方
か
ら
拝
ん
で
帰
っ
た
こ
と
は
な
い
。

や
は
り
お
審
銭
が
気
に
な
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
最
前
列
ま
で
行
っ
て
し
ま
う
。

去
年
だ
っ
た
か
、
そ
の
時
首
筋
に
何
か
小
さ
い
も
の
が
当
っ
て
き
た
。
背
中
に
冷
た
い
固
い
も
の
が
す

べ
る
、
こ
れ
が
す
ぐ
お
賓
銭
だ
と
感
じ
た
。

帰
途
、
あ
ち
こ
ち
寄
り
た
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
そ
そ
く
さ
と
家
に
直
行
し
た
。
背
中
の
腹
巻
に
納

ま
っ
て
い
た
の
ば
、
百
円
で
は
な
く
て
も
ま
さ
し
く
十
円
玉
で
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
今
年
も
前
へ
行
っ
て
の
ぞ
き
込
ん
だ
。
い
つ
も
な
ら
そ
れ
で
廻
れ
右
す
る
が
、
今
年
は
そ

う
は
い
か
ん
。
押
し
合
い
へ
し
合
い
さ
れ
な
が
ら
、
背
中
を
向
け
て
し
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ら
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た
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だ
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ダ
メ
で
あ
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間
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生
の
間
に
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良
か
れ
悪
し
か
れ
思
い
が
け
な
い
こ
と
に
遭
遇
す
る
も
ん
だ
。

毎
年
長
田
神
社
に
初
詣
出
し
て
い
る
が
、
雑
踏
の
中
で
、
後
の
方
か
ら
拝
ん
で
帰
っ
た
こ
と
は
な
い
。

や
は
り
お
審
銭
が
気
に
な
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
最
前
列
ま
で
行
っ
て
し
ま
う
。

去
年
だ
っ
た
か
、
そ
の
時
首
筋
に
何
か
小
さ
い
も
の
が
当
っ
て
き
た
。
背
中
に
冷
た
い
固
い
も
の
が
す

べ
る
、
こ
れ
が
す
ぐ
お
賓
銭
だ
と
感
じ
た
。

帰
途
、
あ
ち
こ
ち
寄
り
た
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
そ
そ
く
さ
と
家
に
直
行
し
た
。
背
中
の
腹
巻
に
納

ま
っ
て
い
た
の
ば
、
百
円
で
は
な
く
て
も
ま
さ
し
く
十
円
玉
で
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
今
年
も
前
へ
行
っ
て
の
ぞ
き
込
ん
だ
。
い
つ
も
な
ら
そ
れ
で
廻
れ
右
す
る
が
、
今
年
は
そ

う
は
い
か
ん
。
押
し
合
い
へ
し
合
い
さ
れ
な
が
ら
、
背
中
を
向
け
て
し
ば
ら
く
侍
っ
た
。
だ
が
ダ
メ
で
あ

っ
た
」
０そ

う
い
え
ば
、
今
ま
で
に
意
識
し
て
賞
を
も
ら
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

品
川
祐
治
郎

あ
る
受
賞

し
な
が
わ
ゆ
う
じ
ろ
う

１
９
２
２
／
広
島
県
に
生
ま
れ
る
１
９
４
１
ノ
大
阪

中
之
島
洋
画
研
究
所
に
学
ぶ
１
９
４
６
ノ
大
阪
市
立

美
術
研
究
所
（
洋
画
科
）
に
学
ぶ
田
村
孝
之
介
氏
に

師
耶
１
９
４
７
ノ
第
一
回
二
紀
会
展
入
選
１
９
７

６
ノ
ー
紀
会
退
会
、
こ
の
間
（
一
九
四
○
年
以
後
）
兵

庫
県
公
募
美
術
展
（
神
港
新
川
社
主
催
）
連
続
三
回
待

避
、
創
造
美
術
展
（
全
関
西
展
）
受
枇
、
大
阪
市
展
（
新

日
本
美
術
展
）
市
長
賞
第
二
席
１
９
８
１
ノ
第
八
回

兵
庫
県
美
術
祭
招
待
、
元
町
画
廊
に
て
個
展
。
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厚亭．~ ー
県官ロ県官ロ県官ロ

V －ルー

今夜は、ショパンを聴きながら

見果てぬ夢の世界を漂づて詔L たい･ …｡ . 。

しとやかに心うつ光のﾉ ｸ ﾀ 一％

また一つ､ カネコパールの気品をお届けしますも

静ﾄ ｱ 壇１
懲 神戸ポートアイランド博覧会

ファヴション･ ライブ･ シアター出展

神戸本店
神戸市東灘区住吉町堂ノ本１８２４〒ｅ５Ｂ
ＴＥＬ.○' ~７８(８１１）２８１ｇ
御影ガーデンシティ
神戸市東灘区御影山手１丁自〒６５８
ＴＥＬ. ＯワＢ( ＲＰＰ) ０５８１

真珠来宝蹟

金 子員珠
●ナピオ阪急店 ｡ 銀座店●ホテルパシフィック店●福岡店●長崎店
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Ｆ雨

畠

Ｆ可
１

ｇ
神
戸
っ
子
，
副
／
若
宮
て
い
子
／
新
井
宗
平

旧
あ
る
集
い
／
「
真
珠
の
街
・
神
戸
を
考
え
る
』
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
会
誌
．

旧
コ
ウ
ペ
ス
ナ
ッ
プ

略
神
戸
・
画
人
〈
砲
〉
／
品
川
祐
治
郎

旧
神
戸
の
風
色
〈
帽
〉
／
堀
内
初
太
郎

鍋
私
の
意
見
／
伊
藤
治
行
市
民
局
長

訓
随
想
／
吉
武
順
子
／
野
田
欽
吾
／
太
田
タ
マ
コ

弱
あ
る
集
い
そ
の
足
あ
と
／
「
真
珠
の
街
・
神
戸
を
考
え
る
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

／
高
橋
洋
三

記
連
載
エ
ッ
セ
イ
・
私
の
ひ
ろ
い
も
の
〈
調
〉
／
竹
中
郁

謁
連
載
エ
ッ
セ
イ
・
折
々
の
神
戸
〈
３
〉
／
多
田
智
満
子
／
絵
・
石
阪
春
生

刺
地
域
文
化
論
／
池
上
忠
治

躯
真
珠
特
隻
皿
座
談
会
／
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
感
覚
で
真
珠
業
界
に
新
風
を

田
崎
俊
作
／
森
隆
／
中
村
友
一
／
木
下
章
夫
／
高
橋
洋
三
／
近
浸
真

妃
真
珠
特
集
同
一
パ
ー
ル
イ
ペ
ン
ト
ガ
イ
ド

印
第
４
回
全
国
タ
ウ
ン
誌
会
議
神
戸
大
会

艶
兵
庫
県
聖
書
愛
読
運
動
を
成
功
さ
せ
よ
う

弱
経
済
ポ
ケ
ッ
ト
シ
ャ
ー
ナ
ル

弱
未
来
空
間
を
体
験
す
る
祭
典
／
ポ
ー
ト
ピ
ァ
ー
馴
圃
脚
型
神
戸
博
の
ポ
イ
ン
ト
ガ
イ
ド

帥
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
／
国
際
文
化
都
市
神
戸
を
考
え
る
〈
翌

開
港
以
前
に
近
代
神
戸
の
ル
ー
ツ
を
求
め
る

落
合
重
信
／
井
上
良
信
／
石
田
善
人
／
名
生
昭
雄

船
有
馬
歳
時
記
〈
６
月
〉

銘
座
談
会
関
西
学
院
を
考
え
る
／
創
立
者
の
精
神
に
基
づ
く
関
学
の
新
し
い
発
展
を

久
山
康
／
三
輪
梅
松
／
米
田
満
／
王
直
盈

だ
話
題
の
ひ
ろ
ぱ
、
Ｋ
・
Ｆ
．
Ｍ
，
副
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

回
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
筋
地
区
年
次
大
会

別
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ソ
レ
ボ
ー
ト
／
Ｍ
Ａ
Ｃ
／
植
村
孝
一

乃
コ
ウ
ベ
・
フ
ァ
ソ
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ッ
ト

瓢
ア
ン
ド
＆
神
戸
／
月
刊
神
戸
っ
子
釦
周
年
記
念
祝
賀
会
／
ポ
ー
ト
ピ
ァ
ー
馴
酒
祭
り

鍋
三
ｍ
亡
ｍ
三
○
口
、
三
瓦
刀
○
エ
、
員
刈
〉
／
篠
原
順
子

眼
神
戸
美
術
散
歩
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
マ
ッ
プ

Ⅷ
動
物
園
飼
育
日
記
〈
Ⅳ
〉
／
亀
井
一
成

昭
ノ
コ
ち
ゃ
ん
の
華
麗
な
る
食
べ
あ
る
記
〈
調
〉
／
小
山
乃
里
子

オ
ー
ベ
ッ
ク
フ
ァ
ｘ
／
異
人
坂

噸
六
甲
山
一
○
○
コ
ー
ス
国
六
甲
山
の
緑
を
訪
ね
て
／
林
中
元

図
夙
川
上
流
を
歩
く
／
吉
保
知
佐

柳
神
戸
を
福
祉
の
町
に
〈
即
〉
／
橋
本
明

睡
神
戸
の
催
し
物
ご
雰
内
〈
６
月
〉

鰯
兵
庫
界
隈
記
〈
Ｉ
〉
平
清
盛
と
大
輪
田
の
泊

畑
ふ
た
た
び
ブ
ロ
フ
エ
ソ
サ
ー
Ｐ
の
研
究
室
〈
６
〉
／
岡
田
淳

Ⅷ
ふ
ら
っ
し
ゅ
・
ぱ
つ
く
〈
８
〉
／
淀
川
長
治

Ⅷ
哲
学
散
歩
〈
６
〉
工
ロ
ー
ス
様
／
細
川
董

蝿
Ｋ
Ｆ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス

鵬
ぴ
っ
と
い
ん

剛
神
戸
百
店
会
だ
よ
り

朔
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

咽
流
れ
る
素
描
〈
６
〉
〈
第
５
回
神
戸
女
流
文
学
賞
受
賞
作
品
）

久
保
田
匡
子
／
絵
・
田
中
一
好

面
神
戸
の
集
い
か
ら

咽
受
胎
〈
最
終
回
〉
（
第
５
回
神
戸
文
学
賞
佳
作
作
品
）

吉
本
惇
見
／
絵
・
小
西
保
文

咽
ト
ラ
ベ
ル
コ
ー
ナ
ー
／
ト
ー
ク
＆
ト
ー
ク

剛
編
集
後
記

咽
北
野
町
ガ
ィ
ド
マ
ソ
ブ

Ⅷ
再
び
ア
ル
フ
ァ
ベ
ソ
ト
ア
ベ
ニ
ュ
ー
の
「
Ｙ
」
／
新
井
満
・
石
阪
春
生

収
海
船
港
／
従
遠
来
到
神
戸
中
国
豪
華
客
船
〈
明
華
ロ
写

カ
メ
ラ
／
米
田
定
蔵
・
藤
原
保
之
・
橋
本
英
男
・
後
藤
孝
・
坂
上
正
治
・

ブ
レ
ゼ
ソ
ッ
・
村
田
実
・
田
村
康

目
次
作
品
／
松
嶋
茂
勝
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
‐
部
分
ｌ
全
体

鯛
Ｍ
Ａ
Ｒ
，
馴
夙
川
学
院
高
等
学
校
に
て

協
力
夙
川
学
院
美
術
課
生
徒
と
卒
業
生
／
堀
尾
貞
治

空

こ
れ
は
神
戸
を
愛
す
る
人
々
の
雑
誌
で
す

あ
な
た
の
く
ら
し
に
楽
し
い
夢
を
お
く
る

神
戸
を
訪
れ
る
人
に
は
や
さ
し
い
道
し
る
べ

こ
れ
は
神
戸
っ
子
の
手
帳
で
す

６
月
号
目
次
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１
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．
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磯
良
平
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カ
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’ 手2 0 周娠企画 可〔，月刊燕 可●月チリ神戸子2 0 周娠企画

■月刊神戸っ子2 0 周年記念ヨーロッパツア

パ'）。ローマ10日間
￥２９８，０００<予価〉

10月20日～10月29日
< 定員2 0 名お早くお申込み下さい〉

省書店に発売中

月刊神戸っ子
神戸市中央区東町1 1 3 ノ1 大神ビル７Ｆ
⑨ご一緒しますエディターー小泉美喜子

壷078(331)2246

笹日煎旅行
〒6 5 O 神戸市中央区元町通１１~ 月1 ０－１

壷078(321>4531 Ｉ
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☆
私
の
意
見

八
神
戸
市
市
民
局
長
Ｖ

青
少
年
に

学
ぶ

伊
藤
治
行

１
２９
１

f 鶴醗

四
月
六
日
、
西
ド
イ
ツ
か
ら
約
三
十
名
の
青
少
年
が
来
ま
し
た

マ
ル
ク
債
の
発
行
銀
行
の
あ
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
南
方
、
オ
ー

デ
ン
ヴ
ァ
ル
卜
地
方
の
人
達
で
、
田
舎
の
素
朴
な
青
年
達
で
し

た
。西

ド
イ
ツ
は
青
少
年
活
動
が
活
発
な
こ
と
も
あ
り
、
日
本
か
ら

も
よ
く
訪
問
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
を
中
心

と
し
た
グ
ル
ー
プ
で
、
神
戸
博
会
場
内
の
グ
リ
ー
ン
・
ス
テ
ー
ジ

で
も
記
念
演
奏
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
昨
年
、
神
戸
放
送
児
童

合
唱
団
（
代
表
・
大
熊
誠
氏
）
が
訪
独
の
さ
い
立
寄
っ
て
い
る
緑

も
あ
っ
て
、
同
合
唱
団
と
合
同
演
奏
会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
ド
イ
ツ
青
少
年
の
滞
在
に
つ
い
て
は
、
そ
の
大
部
分
を

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
家
庭
に
一
名
ず
つ
宿
泊
の
お
世
話
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
滞
在
が
延
べ
七
日
に
も
及
ん
だ
の
で
各
家
庭

で
は
大
変
ご
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
歓
迎
の
つ
ど
い

交
歓
パ
ー
テ
ィ
、
お
別
れ
の
会
な
ど
催
し
の
さ
い
に
は
、
こ
れ
ら

民
泊
家
庭
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
子
ど
も
さ
ん
な
ど
大
勢
の

参
加
で
、
コ
ト
バ
は
通
じ
な
い
点
が
多
い
も
の
の
、
気
持
の
ふ
れ

あ
い
、
心
の
か
よ
っ
た
交
流
が
数
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

も
う
一
つ
若
い
人
達
に
つ
い
て
の
話
題
で
す
。

日
本
に
留
学
し
て
い
る
東
南
ア
ジ
ア
の
学
生
た
ち
の
た
め
に
留

学
生
会
館
を
建
て
よ
う
と
す
る
運
動
が
あ
り
ま
す
。
共
済
主
義
実

践
運
動
本
部
留
学
生
寮
建
設
会
（
東
京
都
渋
谷
区
松
涛
一
’
七
’

二
）
と
い
い
、
そ
の
神
戸
支
所
の
青
年
達
が
神
戸
で
資
金
集
め
の

バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

約
二
十
名
の
若
者
達
が
約
三
十
日
費
し
て
近
所
の
家
庭
約
千
二

百
戸
に
趣
旨
を
説
明
し
て
ま
わ
っ
て
協
力
を
依
頼
し
、
う
ち
約
二

百
三
十
戸
の
賛
同
を
え
て
家
庭
の
不
用
物
品
約
千
五
百
点
を
提
供

し
て
も
ら
い
、
五
月
三
日
に
六
甲
の
神
戸
学
生
青
年
セ
ン
タ
ー
で

販
売
、
六
十
万
円
余
の
益
を
資
金
に
積
立
て
た
と
い
う
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
若
い
人
達
を
み
て
い
る
と
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
国
の

人
た
ち
と
平
和
の
う
ち
に
お
互
い
の
理
解
を
深
め
、
連
帯
を
は
ぐ

く
み
、
十
年
、
二
十
年
先
の
友
好
親
善
を
も
は
か
ろ
う
と
す
る
活

力
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
す
。
我
々
の
し
て
い
る
青
少
年
行
政
へ

の
一
つ
の
得
が
た
い
示
唆
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
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喜 刊 引 丹 舟 図 則 目 践 副 菅

『 ｍ Ｆ （ Ｓ 巴 忠 一 ｉ 望 三 胴 則 粥 へ 吾 論 高 呂

Ⅲ 欝 鯛 澗 糾 認

患瀞

函 巨

奇
塗

聯

斗 胃 脚 Ｖ ＄ ご 守 勢 Ⅷ 亀 で

齢 ‐ Ｊ ン 俄 弗 Ｐ ｍ ｇ Ｅ （ 註 砂 〆 ヰ ー に × 韮 叫 ）

詠 走 帽 一 計 ｕ Ｊ Ｙ 測 圭 幅 弗 汁 奔 丹 燃 謹 幅 刷 瓜 叱 Ｃ 熟 談

丹 緋 謹 贈 猷 睡 亜 帥 剣 叶 升 計

令 ｌ 輸 融 Ｓ 訴 踊 剖 帥 、 亘 計 謬 塗 、 里 器 で 州 訣

令 叫 針 溌 洲 明 峨 宮 刺 狐 皿 一 圧 書 蝋 Ｓ 蕊 而 而 一 猷 侭 此 ワ 蝶 裂

ｑ ｎ ｍ ｎ Ｓ 誘 踊 乳 ． ｑ 溝 闘 胴 奔 Ｃ 珍 獣 制 で 升 山 吐 。

ｕ ｌ ｕ さ 又 ＃ 院 ｌ ア 容 叫 代 代 Ｃ 汁 牛 ｌ ｍ Ｘ 餅 α 誹

掴 引 映 ｃ ｏ Ｈ ３ ｌ Ｕ Ｙ Ⅶ 共 噛 山 Ｙ Ｓ 訓 津 ＃ 則 舗 ｄ 吾

Ｕ 八 逗 詠 価 側 で ｃ 汁 訪 奪 州 叫 。 鋪 ｎ ｎ Ｓ 州 竪 両 慨 乳

緋 苦 小 叶 一 、 再 〃 時 Ｓ 升 山 労 蹴 淫 堂 側 眺 ｃ 州 ４ ．

＆ 鼠
囲 】 ロ 呂 狙 （ 判 誹 垂 俳 宕 ・ 宮 ロ 田 ）

副 測 甫 冊 〆 謝 証 酬 茸 脚 注 猷 叫 勢 外 科

脚 寅

撒 乳 蝋
ヨ 、 詞

肖 西 一 ｍ

畔
凶

蕊 熟 議 璽 鶴 蕊 聯 詩 蕊 撫 鱗 蕊 勢 鳶 識 戦 撃 識 蝉 “

‐ 』 ． 賦 認 吾 課 型 卵 船 唖 翠 一 軒 電 鐸 隅 砕 器 具 唖 肖 離 握 睡 睡 ケ マ ー 凋 辛 … ２ ．

醗 龍 輯 蕊 識 慰 》 ， 炉 ， 懸 岬 翻 蕊 蕊 驚 婁 溌 趣 誌 錘 懸 附 壁 癖 癖 パ 寧 醤 静 撚 訟 癖 繊 維 招 曇 繊 祷

為 議 議 零 鑓 騨 噌 悩 ・ 諒 球 喚 塞 蕊 鼠 蕊 識 懸 鑓 製

軸 動 琉 鯨 叩 篭 鍔 鰯 露 謡 厚 蕊 識 鴫 騨 錘 悪 灘 鼎 翠 ． ： 繋 溌 認 ・ ・ 瀧 誼 腰 ． 塩 ‐ 』 袋 躍 程 翻 識 ” ， ； 。 ｕ 識 僻 琴 娯 暇 蝿、 倶黙 溌 織 識 欝 雪 顎 窪 顛 礎 鐸 毎 。

煎 迩 画 品 蕉 華 簾 柵

雪 洞 “ 画 宰 ● 武 師 ｓ 言 Ｈ 寄

哉 淵 洪 ラ ー 、 愈 竺 獄 口 ｌ 噌 味 腿 竺 逓 乱 鵬 毎 。

等 河 計 号 滞 両 引 身 懲 α 判 型 ⑦ 聯 塵 叩

孤 隣 酬 玲 蕩 湯 シ 蹟 。 ｇ 爵 蹄 雪 一 ｛ 一 室

『 、 ｒ 弓 甲 函 望 １ ９ 雪

鱒 華 瀞 寄 淋 蕊

ご 竺 叶 洲 葺
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